
明石市の上下水道事業の健全な経営と適正かつ能率的な
運営を行うため、事業の重要施策等を調査審議すること
を目的として、「明石市上下水道事業経営審議会」を設置
しました。

明石市上下水道事業経営審議会を設置しました

「明石市水道事業の経営基盤の強化及び次期明石市水道事業経営戦略の策定について」
諮問を行いました。

明石市長から同審議会へ

広報あかし
2024年（令和6年）
2月1日号

明石川河川水に含まれるPFASについて、降雨の後で明石川に水量があるときに河川水を積極的に
取水することで河川水のPFAS濃度を低減させ、さらに浄水場内で地下水と混合することにより希
釈を行っています。また、活性炭による処理でPFASは低減されるため吸着池の活性炭の交換頻度
を高めて、国が定めた暫定目標値である1リットルあたり50
ナノグラム以下を維持しています。

水道水が家庭に届く流れや、
安全な水づくりの取り組みなどを
紹介しています。

審議会の詳しい資料・
議事録はこちら

詳しくは
こちら

低減対策と
有機フッ素化合物の
水質検査結果はこちら

2025年（令和７年）３月15日
明石市水道局 発行

上下水道事業の経営や施策へ皆さまからご意見をいただき、
今後の事業へ反映していきます

「広報あかし」で取り組みを紹介

上下水道事業の経営や施策を審議 丸谷市長から瓦田会長へ諮問書を交付

明石市が行っている有機フッ素化合物（PFAS）の低減対策について
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河川水の水質悪化・地下水の塩水化
水道施設・管路の老朽化・耐震化

水源・水道施設の課題

阪神水道企業団
神戸市・尼崎市・西宮市・芦屋市・
宝塚市で構成され、琵琶湖・
淀川水系を水源とする水道用水
供給事業を行っています。

令和７年４月から、阪神水道企業団に加入し、新規受水を開始します
令和 7 年度に県営水道の増量、阪神水道企業団からの
新規受水を行い、明石川浄水場を廃止します。

阪神水道企業団
はこちら

なるほど！
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水道局は令和 7 年 4 月から上下水道局になります水道局は令和 7 年 4 月から上下水道局になります水道局は令和 7 年 4 月から上下水道局になります
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物価高により
費用が増加
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給水人口の減少
水量も減少、
給水収益も減少
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阪神水道企業団への
加入負担金などが必要
で減少

企業債残高

資金残高
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工事の財源として
増加

918－5067
● ご家庭の水道工事について

● 貯水槽の維持管理について

● 指定給水装置工事事業者について

● 水道本管の工事について

918－5068
● 水道水の水質について

● 浄水処理の方法

● 浄水場・配水場・貯水池について

918－5211
● 水が出ないとき

● 水がにごっているとき

● 道路から水がもれているとき

918－5084
● 水道料金の計算の仕方

● 予算・決算について

918－5064
● 広報紙・ホームページについて

● その他のお問合せ・ご意見

915－0270
● 水道の使用開始・中止

● 水道使用者の名義変更

● 口座振替の申込み、口座の変更

● 水道料金等のお支払いについて

● 検針水量（使用水量）について　など

e-mail：meisuiso@city.akashi.lg.jp水道に関するご意見・ご質問などをお寄せください

TEL TEL TEL

TEL TEL TEL

現在の水道事業の経営状況

施設投資と財源のバランスを考えた
水道料金の適正化について審議しています


